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第１四半期 連結決算資料
アズビル株式会社

次 通りセグ ト名称を略称 述し おります 本資料に記載されている当社の現在の計画，目標等
過去の事実でないものは将来の業績に関する見通し
であり，これらは現在入手可能な情報を基とする合理
的な判断に基づくもので，将来の業績を保証するもの
ではありません。実際の業績は，様々な要因により，

これら見通しとは大きく異なる結果になることがありえ※ 数値は表示単位未満にて四捨五入しております

※ 次の通りセグメント名称を略称で記述しております。

BA： ビルディングオートメーション
AA： アドバンスオートメーション
LA： ライフオートメーション

これら見通しとは大きく異なる結果になることがありえ
ます。

※  数値は表示単位未満にて四捨五入しております。

※ 2012年度より、従来「その他」に含めておりました
事業の一部（検査・測定機器の輸入・仕入販売等）を、

「AA事業」の区分に変更しております。



連結決算サマリ

■第１四半期の業績（詳細P.3～）

受 注 高 713億円 [ 前年同期比 ▲ 146億円 (▲ 17.0%)]

売 上 高 472億円 [ 前年同期比 ＋ 26億円 (＋5.8%) ]

営 業 利 益 ▲ ９億円 * 前年同期は６億円の営業損失営 業 利 益 ▲ ９億円 * 前年同期は６億円の営業損失

経 常 利 益 ▲ 10億円 * 前年同期は５億円の経常損失

四半期純利益 ▲ 10億円 * 前年同期は５億円の四半期純損失

受 注 高

四半期純利益 ▲ 10億円 * 前年同期は５億円の四半期純損失

BA事業において前年同期に複数年にわたる大型のサービス契約（市場化テスト）を複数一括計上
したという特別な要因により、前年同期比17.0％減少の713億円となる。

BA事業で大型の新規建物案件や省エネ提案による既設建物の改修案件増加に伴い増収、また、
LA事業でも増収となり、AA事業では若干の減収となったものの、前年同期比5.8％増加の472億
円となる。

売 上 高

営業利益
ＢＡ事業は新規建物案件における価格引下げ圧力が採算面に影響を及ぼしたものの、増収に伴
い改善。一方、ＬＡ事業は水道メータの販売価格が低下し増収ながら減益、ＡＡ事業も減収に伴
い減益となったことから、営業損失は９億円（前年同期 営業損失は６億円）となる。

業績予想 第 半期連結 計期 通期 業績 想 年 表 計 値 据 く

■第２四半期連結累計期間・通期の業績予想（詳細P.10）
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業績予想 第２四半期連結累計期間・通期の業績予想は2012年５月８日公表の計画値を据置く。



経営成績

azbilグループの売上は第2四半期会計期間及び第4四半期会計期間に集中する傾向があり、一方、固定費は恒常的に発生するため例
年第１四半期会計期間及び第3四半期会計期間の利益は他の四半期会計期間に比べ低くなる傾向にあります。半期会計期間の利益は、
他の四半期会計期間に比べ低くなる傾向にあります。過去3年間の四半期毎の売上、利益の推移については11ページ参考資料をご参

【季節的変動について】
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他 半期会計期間 低 傾向 。過去 年間 半期毎 売 、利 推移 参考資料 参
照ください。



経営成績（セグメント別）

※各セグメントには セグメント間の内部取引が含まれております
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※ 各セグメントには、セグメント間の内部取引が含まれております。

※ 2012年度より、従来「その他」に含めておりました事業の一部を、「AA事業」の区分に変更しております。



【参考】 受注高推移（セグメント別）

＜１Q セグメント変更ベース比較＞＜2010年度1Q-2012年度1Q推移＞
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※ 各セグメントには、セグメント間の内部取引が含まれております。

※ 2012年度より、従来「その他」に含めておりました事業の一部を、「AA事業」の区分に変更しております。 なお、右図＜1Qセグメント変更ベース比較＞
の2011年度１Qのセグメント情報は、2012年度の報告区分に基づき作成したものになります。



【参考】 売上高推移（セグメント別）

＜2010年度1Q-2012年度1Q推移＞ ＜１Q セグメント変更ベース比較＞
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※ 各セグメントには、セグメント間の内部取引が含まれております。

※ 2012年度より、従来「その他」に含めておりました事業の一部を、「AA事業」の区分に変更しております。 なお、右図＜1Qセグメント変更ベース比較＞
の2011年度１Qのセグメント情報は、2012年度の報告区分に基づき作成したものになります。



【参考】 営業利益（セグメント利益）推移

＜2010年度1Q-2012年度1Q推移＞ ＜１Q セグメント変更ベース比較＞
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※ 各セグメントには、セグメント間の内部取引が含まれております。

※ 2012年度より、従来「その他」に含めておりました事業の一部を、「AA事業」の区分に変更しております。 なお、右図＜1Qセグメント変更ベース比較＞
の2011年度１Qのセグメント情報は、2012年度の報告区分に基づき作成したものになります。



海外売上高推移
＜2010年度1Q-2012年度1Q推移＞
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※ 海外売上高は、現地法人および直接輸出の売上高を集計しております（間接輸出による売上高は含んでおりません）。

※ 現地法人の事業年度につきましては、主に12月31日を期末日とする年度を採用しております。



連結財政状況
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連結業績予想

第１四半期連結累計期間における連結業績は、概ね期初計画の範囲内で推移して

います。従いまして、2012年５月８日決算発表にて公表の当年度 第２四半期連結累

計期間及び通期の計画を据置きます。

依然不透明な事業環境が継続するものの、業績予想達成に向け、利益確保のための

諸施策を着実に実施するとともに中長期視点での事業成長に向けて技術・製品を基

盤としたソリューション展開や地域の拡大と質的転換によるグローバル展開を積極的盤としたソリューション展開や地域の拡大と質的転換によるグローバル展開を積極的

に推進します。
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【参考】 売上・利益・利益率の推移（3カ月推移）
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△ 100 △50.0%

売上高 売上総利益 営業利益 売上総利益率 営業利益率

※ azbilグループの売上は第2四半期会計期間及び第4四半期会計期間に集中する傾向があり、一方、固定費は恒常的に発生するため例年第１四半期会
計期間及び第3四半期会計期間の利益は、他の四半期会計期間に比べ低くなる傾向にあります。



azbilazbilグループはグループはazbilazbilグル プは、グル プは、

「人を中心としたオートメーション」で、「人を中心としたオートメーション」で、
人々の「安心・快適・達成感」を実現する人々の「安心・快適・達成感」を実現する
とともに 地球環境に貢献しますとともに 地球環境に貢献しますとともに、地球環境に貢献しますとともに、地球環境に貢献します。
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